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I. 経緯 

塗装は、対象物の表面に塗料を塗る事で、対

象物を、水、ほこり、傷等からそれらを守るた

めに利用されるだけでなく、対象物に色やツヤ

を与えるなど、見栄えに関しても有用な効果を

与える。しかし、塗装物に塗り斑が生じると対

象物の見栄えが悪くなるだけでなく、対象物の

保護に対する長期的な信頼性を低下させる原

因にもなる。私たちは、フラッシュランプによ

って塗装された対象物を瞬間加熱して、その後

の塗料の冷却を赤外線検出装置で観察する事

で、塗装の塗り斑を評価する方法を検討した。

本発表では、その実験と原理について報告する。 

 

II. 観察方法 

実験装置の概要を Fig. 1に示す。試料は、①

厚さ 500μmの塩ビ板および鉄板に、②黒体塗

料（放射率 0.94）、あるいは、赤、緑、青、白

色のラッカースプレーを塗り斑が出来るよう

に塗布して作製する。塗り斑の検出は、①試料

をキセノンフラッシュランプに向け、②瞬間的

に試料を加熱する。③瞬間的に加熱された試料

は、フラッシュランプによる加熱直後から、室

温に向かって冷却されてゆく。④この冷却過程

にある試料の表面温度を、赤外線カメラで観察

する。赤外線カメラは、NEC Avio Infrared 

Technologies Co. Ltd.の InfReC Thermography 

R300 infrared cameraを使用した。 

 

III. 結果 

Fig. 2に放熱状態にある試料の表面温度分布

を示す。フラッシュ点灯開始直後は、試料温度

は上昇し、試料温度が最大になった後に温度は

低下する。Fig. 2は試料温度が最大になってか

ら 0.05 秒後の温度を示している。また、試料

は、塩ビ板上の黒体塗料を塗布したものである。

Fig. 2には、点線で示した部分の温度プロファ

イルと塗料膜厚のプロファイルも示す。塗料の

厚みの薄い部分は、厚い部分に比べて温度が低

い事がわかる。この温度差が塗り斑に対応して

いることから、当該手法により、非接触で塗料

の塗り斑の観察が可能である事がわかる。発表

当日は、カラー塗料の実験結果や、検出原理に

ついても報告する予定である。 
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Fig. 2 Observation result. 

 

Fig. 1 Experimental equipments. 
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